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(

敬
称
略)

�
�
�
�
�
�
�

◎
保
護
司
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力

・
稲
葉
文
�(

稲
津
町)

◎
民
生
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力

・
吉
田
宣
子

(

稲
津
町)

・
平
野
由
男

(

土
岐
町)

・
古
田
政
司

(

日
吉
町)

・
渡
邉
扶
佐
子

(

日
吉
町)

・
水
野
眞
三

(

釜
戸
町)

・
篠
原
久
雄

(

陶
町)

�
	


�
�
�
�

◎
地
域
の
文
化
財
の
保
護
・
保
存
に
努

め
る
と
と
も
に
後
継
者
育
成
活
動
に

尽
力

・
柘
植
千
津
枝

(

日
吉
町)

平成��年��月１日



�

◎
文
化
財
審
議
会
委
員
と
し
て
文
化
財

の
調
査
・
研
究
に
尽
力

・
水
野

孝

(

稲
津
町)

◎
瑞
浪
市
小
中
学
校
校
長
会
会
長
と
し

て
学
校
教
育
の
振
興
発
展
に
尽
力

・
宮
内
明
男

(
中
津
川
市)

�
�
�
�
�
�
�

◎
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
審
判
員
と

し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会
体
育
の
振

興
に
尽
力

・
白
澤
勝
彦

(

釜
戸
町)

◎
卓
球
連
盟
役
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力

・
纐
纈
良
久

(

釜
戸
町)

◎
柔
道
協
会
役
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力

・
澤
井

淳

(

稲
津
町)

◎
野
球
連
盟
の
審
判
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力

・
前
野
靖
雄

(

上
野
町)

◎
体
育
指
導
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た

り
社
会
体
育
の
振
興
に
尽
力

・
鈴
木
三
郎

(

陶
町)

◎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
と
し
て
多

年
に
わ
た
り
青
少
年
健
全
育
成
に
尽
力

・
永
井

貢

(

陶
町)

�
	

�
�

�

◎
商
工
業
団
体
の
役
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
産
業
の
振
興
発
展
に
尽
力

・
平
子
喜
彦

(

土
岐
町)

・
桐
井

徹

(

大
湫
町)

・
根
�
�
也

(

土
岐
町)

・
山
本

治

(

寺
河
戸
町)

◎
農
林
業
団
体
の
役
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
産
業
の
振
興
発
展
に
尽
力

・
桐
井
重
男

(

釜
戸
町)



�
�

�
�
�

◎
学
校
薬
剤
師
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
に
尽
力

・
岩
島
康
夫

(

寺
河
戸
町)

◎
学
校
歯
科
医
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
に
尽
力

・
堀
部
直
貴

(

一
色
町)

�
�

�
�

�

◎
消
防
団
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
職

務
に
精
励
し
、
地
域
防
災
に
尽
力

・
柴
田
浩
治

(
山
田
町)

・
土
本
幸
一

(

釜
戸
町)

�
�
�
�
�
�
�

◎
交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
指
導
に
従
事
し
、
交
通
事
故

防
止
に
尽
力

・
西
尾
美
津
子

(

陶
町)

・
小
木
曽
み
や
子

(

陶
町)

��
��

��

◎
社
会
福
祉
事
業
費
と
し
て
多
額
の
金

員
を
寄
付

・
纐
纈
敏
文

(

土
岐
町)

・
岩
島
康
敏

(

小
田
町)

・
西
尾
菊
枝

(

明
世
町)

・
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会

(

多
治
見
市)

・
全
建
総
連
瑞
浪
総
支
部

(

上
平
町)

・
瑞
浪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ(

上
平
町)

・
瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(

上
平
町)

・
勝
股
重
信

(

宮
前
町)

・
間
�

巖

(

名
古
屋
市)

・
千
田
八
重
子

(

寺
河
戸
町)

・
瑞
浪
市
文
化
協
会

(

土
岐
町)

・
小
栗

昇

(

土
岐
町)

・
篠
原
久
雄

(

陶
町)

・
瑞
浪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
社
交
ダ

ン
ス
同
好
会

(

上
平
町)

・
栗
本
歌
子

(

恵
那
郡
付
知
町)

・
五
十
棲
信
子

(

中
津
川
市)

・
瑞
浪
燃
ゆ
る
会

(

土
岐
町)

・
加
知
久
宗

(

稲
津
町)

・
河
合
美
三
男

(

寺
河
戸
町)

・
Ｇ
Ｔ
Ｕ
と
き
わ
歌
謡
ま
つ
り

(

寺
河
戸
町)

・
財
団
法
人
田
口
福
寿
会(

大
垣
市)

・
瑞
浪
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
女
性
ク

ラ
ブ

(

樽
上
町)

・
宮
前
児
童
館
ピ
ヨ
ピ
ヨ
母
親
の
会

(

宮
前
町)

・
大
竹

晃
(

大
湫
町)

・
竹
山
良
久

(
多
治
見
市)

◎
地
場
産
業
振
興
の
た
め
多
額
の
金
員

を
寄
付

・
村
瀬
玄
昌

(

樽
上
町)

・
金
津

徹

(

土
岐
町)

◎
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
推
進
の
た
め
多
額

の
金
員
を
寄
付

・
東
濃
信
用
金
庫

(

多
治
見
市)

◎
地
域
振
興
の
た
め
多
額
の
金
員
を
寄
付

・
工
藤
正
彦

(

稲
津
町)

・
工
藤
仁
士

(

稲
津
町)

・
株
式
会
社

泰
仁

(

寺
河
戸
町)

◎
川
折
地
区
広
域
整
備
事
業
費
と
し
て

多
額
の
金
員
を
寄
付

・
川
折
区

(

稲
津
町)

◎
奨
学
基
金
に
多
額
の
金
員
を
寄
付

・
伊
野
民
江

(

土
岐
町)

◎
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
等
に
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
を
寄
付

・
ソ
ニ
ー
瑞
浪
株
式
会
社(

小
田
町)

◎
教
育
振
興
費
と
し
て
多
額
の
金
員
を

寄
付

・
株
式
会
社
東
濃
新
報
社(

多
治
見
市)

・
梶
田
勝
美

(

稲
津
町)

◎
稲
津
中
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場
建

設
に
伴
う
教
育
環
境
整
備
に
寄
与

・
稲
津
町
学
校
関
連
委
員
会(

稲
津
町)

◎
釜
戸
小
・
中
学
校
図
書
及
び
教
育
振

興
備
品
購
入
費
と
し
て
多
額
の
金
員

を
寄
付

・
牧
野
政
芳

(

釜
戸
町)

◎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
と
し
て
多
額
の
金

員
を
寄
付

・
株
式
会
社
ア
ル
ペ
ン(

名
古
屋
市)

瑞浪市役所 ���－����
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敬
称
略)

�
�

�
�

�

◎
第
十
七
回
全
国
小
中
学
生
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
社
会
科
部
門

文
部
大
臣
奨
励
賞

・
和
田
菜
摘

(

土
岐
小
四
年)

◎
第
五
回
岐
阜
県
ジ
ュ
ニ
ア
地
区
対
抗

陸
上
競
技
大
会

女
子
五
・
六
年

走
り
幅
跳

優
勝

・
安
藤

結

(

瑞
陵
中
一
年)

◎
岐
阜
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳

競
技
大
会

男
子
百
ｍ
背
泳
優
勝

・
宮
地
宏
和

(

瑞
陵
中
三
年)

◎
岐
阜
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳

競
技
大
会

男
子
百
ｍ
平
泳
優
勝

・
水
野
清
隆

(

瑞
陵
中
三
年)

�
�
�
�
	
�


�

◎
岐
阜
県
歯
の
優
良
学
校
中
規
模
校

県
一
位

・
稲
津
小
学
校

◎
岐
阜
県
歯
の
優
良
学
校
中
規
模
校

特
選
校

・
日
吉
小
学
校

◎
岐
阜
県
学
校
環
境
衛
生
活
動
小
規
模
校

特
選
校

・
大
湫
小
学
校

◎
岐
阜
県
体
力
優
秀
校
審
査
会
中
規
模
校

最
優
秀
校

・
釜
戸
小
学
校

◎
岐
阜
県
学
校
環
境
衛
生
活
動
優
良
校

・
瑞
浪
中
学
校

◎
岐
阜
県
体
力
優
秀
校
審
査
会
中
規
模
校

最
優
秀
校

・
稲
津
中
学
校

◎
地
域(

瑞
浪
小
学
校
周
辺)

の
草
刈
等

の
環
境
整
備
を
継
続
し
て
行
っ
た
功
労

・
伊
藤
知
己

(

高
月
町)

◎
瑞
浪
市
子
ど
も
会
連
合
会
役
員
と
し

て
多
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全
育

成
に
尽
力

・
大
山
賢
造

(

日
吉
町)

◎
瑞
浪
市
民
ゴ
ル
フ
協
会
の
設
立
に
尽
力

・
北
山
正
和

(

釜
戸
町)

◎
瑞
浪
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
役
員
と
し
て

多
年
に
わ
た
り
青
少
年
健
全
育
成
に
尽
力

・
梶
田
勝
美

(

稲
津
町)

◎
瑞
浪
市
射
撃
協
会
役
員
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
射
撃
競
技
の
振
興
に
尽
力

・
纐
纈
利
行

(

日
吉
町)

◎
瑞
浪
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
役
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
振
興
に
尽
力

・
小
栗
源
吾

(

釜
戸
町)

◎
瑞
浪
市
陸
上
競
技
協
会
の
役
員
と
し
て

多
年
に
わ
た
り
陸
上
競
技
の
振
興
に
尽
力

・
鈴
木
孝
司

(

稲
津
町)

◎
岐
阜
県
体
育
大
会
水
泳
競
技

共
通

男
子
百
ｍ

平
泳

優
勝

・
西
戸
智
一

(

山
田
町)

��
��

��

◎
瑞
浪
市
野
球
連
盟
の
役
員
と
し
て
多

年
に
わ
た
り
連
盟
発
展
に
寄
与

・
梅
本
幸
男

(

土
岐
町)

平成��年��月１日



※瑞浪・土岐・陶・明世地区での開催は来年２月を予定しています｡ 開催日等は､ 後日広報みずなみで
お知らせいたします｡

�

現
在
、
市
内
を
走
る
営
業
バ
ス
路
線
に

は
瑞
浪
＝
駄
知
＝
多
治
見
線
、
明
智
線
、

瑞
浪
＝
土
岐
線
、
日
吉
線
の
一
部
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
瑞
浪
市
で
も
路
線
バ
ス
が
廃
止

に
な
っ
た
地
域
や
公
共
交
通
機
関
空
白
地

域
の
一
部
に
バ
ス
事
業
者
に
運
行
を
委
託

し
て

｢

自
主
運
行
バ
ス｣

を
走
ら
せ
て
い

ま
す
。
萩
原
線
、
釜
戸
＝
平
山
線
、
釜
戸
＝

大
湫
線
、
日
吉
線
の
一
部
及
び
循
環
線
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
路
線
も
地
域
の
み
な
さ
ん
の

足
と
し
て
、
通
学
・
通
勤
・
通
院
・
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
に
使
わ
れ
、
生
活
の
う
え
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
み
な
さ
ん
の
大
切
な
路
線
を
今

後
も
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
よ
り
一

層
の
利
用
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。
便
利

で
快
適
な
路
線
バ
ス
、
安
価
か
つ
安
全
に

目
的
地
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
こ
の
交

通
手
段
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、
ど
し
ど

し
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
瑞
浪
市
で
は
、
自
主
運
行
バ
ス
と

し
て

｢

低
床
バ
ス｣

を
１
台
追
加
購
入
し

運
用
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
方
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

担
当

商
工
課

�
内
線
４
８
１

����
����

����
����

����
����

����
����

				
����
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土地利用､ 基幹道路の整備にあなたの意見を！

土地は､ 現在および将来の市民のみなさんにとって､ 限られた資源であり､ 生活ならびに生産活動
などの共通の基盤です｡
現在､この基盤である土地利用について､平成��年から��年間の利用計画をつくる準備を進めています｡
また､ 計画的な市域の発展には道路の整備も不可欠です｡ 市は､ 平成��・��年度に主要幹線道路網

の整備計画をつくります｡
これらの計画づくりのため､ 多くの市民のみなさんから土地の利用および基幹的道路網に対するご

意見やご提言をいただきたく､ 次のとおり公聴会を開催しますので､ ご多忙のこととは存じますが､
お誘い合わせのうえご参加ください｡ 担当 企画政策課 �内線���・���

対象地区 開 催 日 時 間 場 所

日 吉 地 区 ��月��日 (火)

��時��分

～

��時��分

日 吉 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

釜 戸 地 区 ��月��日 (水) 釜 戸 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

大 湫 地 区 ��月��日 (木) 大 湫 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

稲 津 地 区 ��月��日 (金) 稲 津 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

瑞浪市役所 ���－����



特設人権・法律相談
��時
～��時

場所 ハートピア２階 相談室
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�
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会
場

市
役
所

市
民
ホ
ー
ル
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�
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��月�日�

人権相談員
小栗好夫・鈴木 登・遠藤圭子・
岩島康文・西尾善英・逸見恭子・
中島惠子 (以上､ 人権擁護委員)
法律相談員 仙石義一
問い合わせ 市民課 �内線���

在宅介護の専門家が各種団体や地域の会合などに出向いて､ 介護に関する話をします｡
介護に関する勉強会を開きたいと考えている方､ 少人数でも結構ですので是非ご利用ください｡
講座の利用料は無料です｡
◆内容 介護方法､ 介護保険制度､ 介護サービス､ 介護用品・福祉用具､
介護用食事等､ ご要望に応じて用意いたします
◆派遣者 在宅介護支援センター職員
◎問い合わせ・申込先
ハートピア在宅介護支援センター ���－���� ��� ��－����

＊在宅介護支援センターは瑞浪市から委託を受けて運営されている機関です

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
��
月
��
日
の
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と

す
る
一
週
間
を

｢
人
権
週
間｣

と
し
て

人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◎
本
年
度
啓
発
重
点
目
標

○
考
え
よ
う

あ
な
た
の
人
権

わ
た

し
の
人
権

－
��
世
紀
へ
つ
げ
よ
う

心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
－

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意

識
を
育
て
よ
う

○
あ
ら
ゆ
る
差
別
意
識
を
解
消
し
よ
う

人
権
相
談
は
、
い
じ
め
・
体
罰
・
差
別

問
題
を
は
じ
め
、
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

等
様
々
な
問
題
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
。

入
賞
者

(

敬
称
略)

◎
岐
阜
地
方
法
務
局
長
賞

【
一
部
】
宮
地
彩
乃

(

土
岐
小
１
年)

水
野
揚
子

(

瑞
浪
小
６
年)

【
二
部
】
廣
畑
恵
美

(

釜
戸
中
２
年)

林

莉
衣

(

稲
津
中
２
年)

【
三
部
】
山
下
有
子

(

麗
澤
高
１
年)

遠
藤
秀
子

(

土
岐
町)

◎
岐
阜
地
方
法
務
局
多
治
見
支
局
長
賞

【
一
部
】
早
瀬
樹
希

(
明
世
小
４
年)

山
口
瑞
希

(
土
岐
小
５
年)

【
二
部
】
日
比
野
良
美(
瑞
陵
中
１
年)

梶
田
侑
里

(

稲
津
中
３
年)

【
三
部
】
松
井
五
月

(

明
世
町)

中
村
友
美(

中
京
商
高
３
年)

◎
多
治
見
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
賞

【
一
部
】
水
野
靖
子

(

日
吉
小
４
年)

稲
垣
あ
ゆ
み(

釜
戸
小
４
年)

【
二
部
】
木
村
啓
子

(

釜
戸
中
３
年)

井
田

和

(

稲
津
中
１
年)

【
三
部
】
石
田
博
昭

(

麗
澤
高
１
年)

岡
島
眞
由

(

瑞
浪
高
２
年)

◎
市
長
賞
《
金
賞
》

【
一
部
】
水
野
楓
子

(

釜
戸
小
１
年)

【
二
部
】
藤
田
し
ほ
美(

釜
戸
中
２
年)

【
三
部
】
加
藤
ひ
と
み(

瑞
浪
高
２
年)

《
銀
賞
》

【
一
部
】
齋
藤
比
加
里(

瑞
浪
小
５
年)

宮
地
希
衣

(

土
岐
小
４
年)

【
二
部
】
加
納
奈
都

(

瑞
陵
中
１
年)

須
藤
友
実

(

瑞
陵
中
１
年)

【
三
部
】
溝
口
絵
美(

中
京
商
高
１
年)

江
�
美
香

(

麗
澤
高
１
年)

《
銅
賞
》

【
一
部
】
小
阪
麻
維

(

明
世
小
３
年)

馬
場
魁
堂

(

釜
戸
小
２
年)

青
山
奈
々
美(

瑞
浪
小
５
年)

【
二
部
】
川
�
菜
海

(

瑞
陵
中
１
年)

小
倉
綾
花

(

瑞
陵
中
１
年)

三
宅
彩
加

(

陶
中
１
年)

【
三
部
】
鈴
村
伊
代

(

瑞
浪
高
１
年)

加
賀
城
祐
貴(

中
京
商
高
１
年)

宮
原
麻
衣(
中
京
商
高
３
年)

平成��年��月１日
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国勢調査による地区別人口と世帯数

▲は減を表す

�

講講演演����������������		

������

平成��年度 コミュニティ研修会��東濃

会場 瑞浪市産業振興センター大ホール (上平町５丁目)

����時時����分分～～����時時����分分

入場無
料

地 区 名
平成��年国勢調査 平成７年との比較

総 数 男 女 世帯数 人口増減 伸び率(％)

平
成
��
年
国
勢
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
口
お
よ
び
世
帯
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
公
表

し
ま
す
。

平
成
��
年
に
つ
い
て
は
市
単
独
の
集
計
で
あ
り
、
後
に

発
表
さ
れ
る
総
務
庁
の
数
値
と
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

総 数 ��	��� ��	�
� ��	��� ��	��� ��� �


山 田
(明賀台含む) ����� ����� ����� ����� ��� 	
�

小 田
(西小田･和合･下沖含む) ����� ����� ����	 ����� ��� ��
�

寺 河 戸
(樽上･一色･上野･宮前
高月･須野志含む)

	���� ����� ����� ����� ▲ ��� ▲ �
�

土 岐
(上平・学園台含む) ���	� ����	 ����	 ���	� �� �
�

稲 津 	�	�	 ����� ����	 ����� ▲ ��� ▲ �
�

釜 戸 ����� ����� ����	 ����� ▲ ��� ▲ �
�

大 湫 ��� ��� ��� ��� ▲ �	 ▲ �
�

日 吉 ����� ��	�� ���	� ��� ▲ �	� ▲ �
�

明 世
(松�瀬・薬師含む)

����� ����� ����� ��� �� �
�

陶 ����� ����� ����� ����� ▲ ��� ▲ �
�

��月�日�

コミュニティの再生・活性化のため､ 地域住民リーダー
およびコミュニティ行政の担当者など､ まちづくりに興味
のある方を対象に研修会を行います｡

①基調講演 森林環境計画者 吉澤 守 氏
プロフィール
����年岐阜県生まれ (	�歳)､ 恵那市三郷町在住｡ ����年保湖の湖 (恵那市)リニューアルに参加､

棚田様式のキャンプ場を自主整備､ 現在保古の湖パークレンジャー｡ ����年日本森林環境隊 (森の手)
を創設､ 日本里山クラブ代表､ 日本キャンピスト学会事務局長
②活動事例発表
明日の稲津を築くまちづくり推進協議会長 成瀬允道

ちかみち

氏
プロフィール
����年串原村生まれ､ 京都繊維専門学校 (京都工芸繊維大学) を卒業､ 岐阜県に奉職､ ����年飛騨・
東濃蚕業指導所長を最後に退職｡ 現在､ まちづくり推進協議会長 (２期目)､ 屏風山登山や史跡保護
を通して､ 町まるごと公園化構想を提唱､ 自然共生型のまちづくりを進めている｡
◎問い合わせ 東濃地域振興局振興課 ���－���� (内線���)

瑞浪市役所 ���－����
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援
護
事
業
功
労
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厚
生
大
臣
表
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 �� ��  �� �� �� �� ��

�������������� ������������  ��!!
��
月
市
議
会
定
例
会
日
程

▼
開
会
・
議
案
上
程

���
�
�

�

▼
一
般
質
問

���

���

��

���

�

�

採
決
・
閉
会

���

���

�

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日

議
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

(

人
数
制
限
有)

��月�日�～�月��日�

会場 瑞浪陶磁資料館 ���－����

��世紀も間近となり､ より多く
の幸せと福を願って､ みなさまを
吉祥・瑞祥の絵柄でお迎えします｡
ミニ企画展開催中 ２月��日�まで
『創業 ���年
小田に残され土人形の型』

市
消
防
本
部
で
活
躍
し
た
救
急
車
が
、

イ
ン
ド
山
岳
地
帯
の
巡
回
医
療
活
動
用

の
車
と
し
て
、
孤
児
院
な
ど
を
運
営
す

る
パ
ン
ニ
ャ
・
メ
ッ
タ
協
会

(

智
慧
と

慈
悲
の
意)

へ
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

同
協
会
長
の
サ
ン
ガ
ラ
ト
ナ
法
天
マ

ナ
ケ
さ
ん
は
京
都
の
延
暦
寺
で
��
年
の

修
行
の
後
、
イ
ン
ド
の
バ
ン
ダ
ラ
県
で

孤
児
院

｢

パ
ン
ニ
ャ
・
メ
ッ
タ
子
供
の

家｣

を
設
立
し
、
こ
の
運
営
の
た
め
東

濃
で

｢

１
円
玉
募
金｣

活
動
を
始
め
ま

し
た
。
瑞
浪
市
内
で
も
、
平
成
５
年
か

ら
募
金
活
動
が
行
わ
れ
、
マ
ナ
ケ
さ
ん

と
支
援
者
の
交
流
が
深
ま
る
中
、
同
協

会
か
ら
の
申
し
出
が
実
現
し
、
廃
車
予

定
の
救
急
車
が
再
び
利
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

�
瑞
浪
市
消
防
本
部
�
と
文
字
を
残

し
た
救
急
車
は
、
早
け
れ
ば
、
来
年
早
々

現
地
イ
ン
ド
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

傷
痍
軍
人
や
戦
傷
病
者
と
そ
の
家
族

の
福
祉
援
護
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
と
し
て
、
釜
戸
町
の
安
江
友
也

(

��
歳)

さ
ん
が
、
��
月
��
日
厚
生
大
臣

表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

安
江
さ
ん
は
、
昭
和
��
年
か
ら
�
岐

阜
県
傷
痍
軍
人
会
理
事
兼
瑞
浪
支
部
長

と
し
て
尽
力
、
そ
の
傍
ら
民
生
児
童
委

員
を
５
期
��
年
、
釜
戸
町
区
長
会
長
や

公
民
館
高
齢
者
学
級

｢

釜
戸
寿
大
学｣

の
学
級
長
等
、
多
方
面
に
活
躍
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

安
江
さ
ん
は

｢

い
ま
釜
戸
町
の
従
軍

者

(

約
���
人)
の
記
録
を
取
り
ま
と
め

て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
手
当
て
を
社
会

へ
還
元
す
る
た
め
に
も
、
自
費
出
版
す

る
予
定
で
す｣

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

��
月
��
日
、
稲
津
公
民
館
で
、

Ｊ
Ｒ
東
海
会
長
須
田
寛
氏
の

｢

観
光
と
新
し
い
町
づ
く
り｣

と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
明
日
の
稲

津
を
築
く
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会

(

成
瀬
允
道
会
長)

が
主

催
す
る
第
一
回
の
講
演
会
で
、

訪
れ
た
町
民
ら
���
人
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
話
の
中
で
、
瑞
浪
駅
を

基
点
と
し
て
、
屏
風
山
の
山
す

そ
を
周
遊
す
る
��
㎞
コ
ー
ス
が

Ｊ
Ｒ
春
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
常
設
コ
ー
ス
と
し
て
決
ま
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平成��年��月１日
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｢

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法｣

来
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

������ �����	
�������������� ����� ������ !"#$%�&'(�

������������������������

)

��世紀をアートの時代と位置付け､ 地域の文化・産業
の発展に寄与できる文化センスのある人材の育成を目指
して設立された瑞浪芸術館が､ 稲津町萩原に開館します｡
これは数年前より進めて来たパウル・クレーの名を冠
した文化施設誘致運動を平成��年に中止し､ 新たな展開
を目指し､ 瑞浪芸術館として今年の��月��日にＮＰＯ
(非営利活動) 法人の認証を受け設立されたものです｡
建物は茅葺きの民家を移築したもので､ ギャラリー・
茶室などを備え､ 事務所並びに活動の拠点として､ 今後
公開講座や企画展示を行います｡
◎開館記念講演 (有料) ��月９日� ��時��分～
『国際化と日本文化』
明星大学教授､ 元スイス大使 加藤千幸氏
◎企画展 『インドネシアの生活と工芸』 ��月��日�まで (有料)
連絡先 〒��������稲津町萩原������ ���－��	�

��
月
��
・
��
日
、
薬
師
町
の
ユ
ニ
ー

瑞
浪
店
催
事
場
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

ア(
主
催
瑞
浪
市)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
生

活
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
ゴ
ミ
の
減

量
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
啓
発
を
図
る

も
の
で
、
市
生
活
学
校
他
、
多
く
の

エ
コ
ロ
ジ
ー
関
連
企
業
等
の
協
賛
展

示
が
あ
り
、
会
場
は
大
勢
の
人
で
賑
い

ま
し
た
。

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯

機
の
４
品
目
に
つ
い
て
、
不
要
に
な
っ

て
出
す
時
は
、
消
費
者
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
ど
山
田
町
入
�
洞
に
あ
る
瑞

浪
市
の
斎
場
〔
１
９
８
３
年(

昭
和
�
)

建
築
〕
が
一
部
改
装
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
建
物
正
面
向
か
っ
て
左
側

の
葬
祭
室
式
場

(

��
人
収
容)

の
タ
イ

ル
壁
面
を
取
り
払
い
、
出
入
口
を
設
け

て
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
と
し
た
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
、
葬
儀
の
模
様
が
建
物
正

面
か
ら
望
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

瑞浪市役所 ��
－����
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子
ど
も
た
ち
の
瞳

力

作

そ

ろ

う

��
月
��
日
、
啓
明
保
育
園
の
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
園
児
��
人
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド
が
Ｊ
Ｒ
瑞
浪
駅
前
周
辺
で
行
わ

れ
、
元
気
な
声
で

｢

火
事
を
防
ご
う
瑞

浪
市｣

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
を
見

る
周
り
の
大
人
た
ち
か
ら
は
笑
み
が
こ

ぼ
れ
、
力
強
く
可
愛
ら
し
い
パ
レ
ー
ド

で
し
た
。

防
火
を
呼
び
か
け
る
子
ど
も
た
ち
は
、

｢

火
事
は
恐
い｣

こ
と
は
知
っ
て
い
ま

す
が
、
な
ぜ
火
事
が
起
こ
る
の
か
が
分

か
り
ま
せ
ん
。

反
対
に
、
私
た
ち
大
人
は
、
ど
う
す

れ
ば
火
事
に
な
ら
な
い
か
を
知
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、｢

私
に
限
っ
て

大
丈
夫｣

と
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
す
。

火
災
の
原
因
と
な
る
タ
バ
コ
の
不
始

末
、
天
ぷ
ら
火
災
、
た
き
火
に
よ
る
火

災
な
ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
私
た
ち｢

大

人｣

の
不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

道
路
や
公
園
な
ど
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
は
、
火
災
に
対
す

る
知
識
を
持
っ
て
い
る
は
ず
の
大
人
の

し
た
こ
と
な
の
で
す
。

あ
な
た
は
、
こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め

ま
す
か
？

元
気
に
防
火
を
呼
び
か
け
る
子
ど
も

た
ち
が
、
私
た
ち
に
火
事
の
恐
ろ
し
さ

を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

澄
ん
だ
目
を
し
た
子
供
た
ち
が
大
き

な
声
で
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
よ
。

｢

火
事
を
防
ご
う
瑞
浪
市｣

火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
今

年
初
め
て
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
ま
し
た
。
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
多

く
の
作
品
が
応
募
さ
れ
、
��
月
２
日
か

ら
２
週
間
に
わ
た
っ
て
、
市
役
所
市
民

ホ
ー
ル
に
て
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
は
火
事
を
防
ご
う
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
表
れ
た
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

訪
れ
た
市
民
の
方
は

｢

年
の
瀬
を
む
か

え
、
お
互
い
火
事
は
出
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
ね｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平成��年��月１日
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オ
ー
デ
ィ
オ
と
Ｃ
Ｄ
を
扱
う
民
間
企
業
の
営

業
畑
か
ら
、
図
ら
ず
も
中
央
公
民
館
を
担
当
さ

せ
て
頂
き
８
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

春
の
各
学
級
、
各
講
座
の
開
講
式
に
参
加
さ

れ
た
多
く
の
み
な
さ
ん
の
熱
い
眼
差
し
、
寿
大

学
の
始
業
式
に
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成

の
激
動
期
を
逞
し
く
生
き
て
日
本
を
支
え
て
こ

ら
れ
た
先
輩
方
の
顔
々
が
あ
り
ま
し
た
。

暑
い
盛
り
の
７
月
土
岐
地
区
、
８
月
瑞
浪
地

区
で
開
催
さ
れ
た
夏
祭
り
、
大
勢
の
市
民
の
方

の
参
加
が
あ
り
、
実
行
委
員
の
み
な
さ
ん
の
献

身
的
な
協
力
の
も
と
、
地
域
の
交
流
、
世
代
間

の
友
好
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
天
変
地
変
の
多
か
っ
た
今
年
、
３
月

の
有
珠
山
の
噴
火
で
大
き
な
被
害
を
う
け
た
虻

田
町
の
方
々
に
心
の
支
え
に
な
れ
ば
と
、
優
し

い
優
し
い

｢

は
が
き
絵｣

を
送
っ
て
励
ま
さ
れ

た
教
室
の
み
な
さ
ん
、(

後
に
虻
田
町
の
長
崎

良
夫
町
長
か
ら
…
勇
気
づ
け
ら
れ
懸
命
に
復
興
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����
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に
努
力
し
て
い
ま
す
、
…
と
礼
状
が
届
い
た
と

聞
き
ま
し
た
。)

秋
の
文
化
祭
で
は
、
作
品
展
に
学
級
、
ク
ラ

ブ
、
教
室
や
自
主
グ
ル
ー
プ
か
ら
沢
山
の
参
加

が
あ
り
、
子
ど
も
広
場
、
ビ
デ
オ
８
ミ
リ
発
表

会
、
ダ
ン
ス
＆
バ
ン
ド
の
タ
ベ
に
も
、
へ
ち
ま
座
、

劇
団
ス
ピ
カ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
実
行
委
員
の
方
々
に
熱
心
な
応
援

を
頂
き
ま
し
た
、
そ
し
て
婦
人
部
の
み
な
さ
ん

に
は
夏
祭
り
に
つ
づ
き

｢

美
味
し
い
も
の
コ
ー

ナ
ー｣

を
担
当
し
て
い
た
だ
き
大
好
評
で
し
た
、

そ
の
奮
闘
ぶ
り
に
は
只
々
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

一
市
民
と
し
て
公
民
館
を
外
部
か
ら
眺
め
て

い
た
視
点
と
違
っ
て
内
部
に
入
っ
て
み
る
と
、

多
く
の
住
民
の
方
が
様
々
な
形
で
活
動
に
参
加

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

今
年
、
千
年
紀
と
言
う
大
き
な
節
目
も
あ
と

少
し
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
、
就
任
時
に

感
じ
た
新
世
紀
に
向
け
て
の
始
動
、
Ｉ
Ｔ
革
命

を
広
く
住
民
で
享
受
す
る
た
め
の
集
中
パ
ソ
コ

ン
講
習
、
国
際
化
に
向
け
て
世
界
各
国
の
文
化

を
学
ぶ
講
座
等
を
押
し
進
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
普
段
着
で
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
公
民
館
、
何
で
も
相
談
で
き
る

｢

お
ら
が
町

の
公
民
館｣

を
目
指
し
て
一
人
で
も
多
く
の
み

な
さ
ん
に
足
を
運
ん
で
頂
き
た
い
と
切
に
願
っ

て
い
る
こ
の
頃
で
す
。(

署
名
は
本
人)

｢

生
命
感｣

そ
れ
は
、
彫
刻

芸
術
の
根
源
で
あ
り
、
彫
刻
作

品
そ
の
も
の
で
す
。
形
ば
か
り

を
追
い
か
け
て
い
る
と
、
彫
刻

で
は
な
く
な
っ
て
単
な
る
作
り

物
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
生
命
感
溢
れ
る
作
品

は
、
鑑
賞
者
を
感
動
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

廣
太
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
ま
す
。

『

人
が
感
動
す
る
こ
と
を
忘

れ
た
ら
、
生
き
る
価
値
は
な
く

な
る
。
感
動
す
る
こ
と
こ
そ
、

生
き
る
根
源
で
あ
り
作
品
を
生

み
出
す
根
源
で
も
あ
る
。
計
算

ず
く
で
制
作
を
し
た
彫
刻
な
ん

て
、
抜
け
殻
み
た
い
な
も
の
だ
。

要
は
心
、
血
液
、
魂
だ
。

今
ま
で
は
重
厚
さ
を
重
視
し

て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
浮
か

ぶ
よ
う
な
も
の
の
中
の
充
実
し

た
生
命
感
や
流
動
感
に
目
を
向

け
た
い
。
受
動
的
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
常
に
、
生
命
感
あ

る
作
品
を
攻
撃
的
に
制
作
を
し

な
け
れ
ば
と
思
う
。
モ
デ
ル
に

対
し
て
も
、
受
動
的
で
は
モ
デ

ル
に
負
け
て
し
ま
っ
て
、
彫
刻

に
は
な
ら
な
い
。
攻
撃
的
に
制

作
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
命

感
を
表
現
で
き
れ
ば
、
モ
デ
ル

に
打
ち
勝
っ
て
、
自
分
自
身
が

作
品
に
現
れ
る
。』

瑞浪市役所 ���－����
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『ゆく年くる年､ みんなで守る､ 地域の安全』

市民体育館
���－����

��時～��時

会場 多治見市産業文化センター

入場無料

��

��時～��時

◎防災行政無線(屋外放送)は､ 窓を開けるか､ 外へ出て聴いてください｡

��時	�分
～�
時

入場無料

会場 セラトピア土岐 (土岐市土岐津町高山４)

��

��時��分～ 総合文化
センター 講堂

入場無料

��	
������� �������������

��月��日�

���������	
サイエンスワールド
���� ! "#� ��月��日～�月�日

��月��日�

$%&'()*+,-.&/01

$%&23456+7�8�

9:�;���

<=<>2�?2�@A���月�日�

BC$D<E F:GHIJK

L M 5 N � � �
O�P'QR@ST@01U
$%&2VWXY2Z['�\]2^�01U��月�日�

_` abc_`d�efghic��j

ハローワーク多治見・恵那・中津川・春日井共
催による面接会の参加事業所を募集します｡
・面接会 平成��年２月６日� ��時～��時
・場所 セラトピア土岐 (土岐市土岐津町高山)
・対象 次の方たちの採用を予定している事業所
①平成��年３月に大学・短大・高専・専修学校､
高校卒業予定者
②��歳位までの仕事を探している方
・申込期限 �	月		日� ◎参加費 無料
◆問い合わせ ハローワーク多治見 ���－����

『バイオテクノロジー入門Ⅰ～ＤＮＡの抽出～』
にわとりのレバーから､ ＤＮＡを安全で簡単な
方法を使って取り出します｡
・募集対象 ��人 (中学生以上) ◎参加費 ���円
・募集期間 ��月６日�～��日�

(定員になり次第締切ります)
・応募方法 電話またはＥ	
��(先着順)
◆問合せ・申込先 サイエンスワールド [市民公
開講座��月係]､���－���������－����

Ｅ	
����������＠�����	�����
�����
���������

国際土岐コンファレンス (��月５～８日) 期間
中に東濃３市１町の方を対象とした講演会を開催
講 演 『プラズマの中の微粒子』 東北大学佐藤
徳芳教授､ 『オーロラと宇宙のプラズマ』 国際
北極圏研究センター長 赤祖父俊一教授
◆問い合わせ 核融合科学研究所 ���－����

演題 『一寸の虫にも五分の魂』

講師 中京大学 中尾隆行教授 (現日本陸連コー
チ､ マラソンの解説者としても有名､ 自身も選
手として活躍､ 海外での優勝・入賞歴多数)
主催 岐阜県スポーツ少年団
◆問い合わせ スポーツ振興課 ���－����

第１部 ｢美を創る まちをつくる｣
陶芸家 安藤日出武氏

第２部 ｢日本のまち オランダのまち｣
オランダ総領事館 ハンス・カイパース氏

◆問い合わせ 建設省多治見工事事務所���－����

年末年始の事件事故防止を目的とした地域安全
運動を実施します｡ 無事故で新年を迎えましょう｡

ドナー登録できる方は､ ①年齢が��歳～��歳ま
での健康な方②骨髄提供の内容を十分に理解して
いる方③ドナー登録について家族の同意を得てい
る方・フリーダイヤル ����－���－���
・ホームページ ���� �������
!��"#���

�骨髄移植推進財団

木曜日��時��分～､ 土・日曜日��時��分～
※各定員��人､ 対象高校生以上､ 申し込みが必要｡

年末収集を希望される方は､ �	月��日�までに
㈲中部環境(���－�	��)へ連絡してください｡
年内は��月��日�まで､ 年始は１月４日�から

通常業務となります｡

市役所情報推進課ならびに各コミュニティーセ
ンターで販売していますので直接ご購入ください｡
◆価格 ���円 ◆サイズ �$㎝×９㎝

◎西尾菊枝様＝��万円､ 社会福祉事業へ
◎東濃地区社会福祉事業協力会(会長山田太郎)様＝
��万円､ 社会福祉事業へ
◎瑞浪市養鶏組合様＝��%���円､ 社会福祉事業へ

平成��年��月１日
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(但し､ ��日は��時まで)
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�月�日～�日(２泊３日)
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��
���

������

団地名 所在地 形 式 構 造 募集数 家賃 敷金

鶴 城 土岐町 ３ Ｋ 簡平Ｂ造 ３ 入
居
さ
れ
る
方
す
べ
て
の
収
入･

住
居
の
規
模･

構
造
な
ど
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。

家
賃
の
３
カ
月
分

竜 吟 釜戸町
２ＤＫ 簡平Ｂ造 ５

%�&'( ３ Ｋ 簡平Ｂ造 １

公文垣内 釜戸町 ２ＤＫ 簡平ＰＣ造 ４

日 吉 日吉町 ２ＤＫ 簡２ＰＣ造 ３

応募資格 ①原則として市内に３カ月以上住所または
勤務地があり､ かつ､ 市税を滞納していない方②現
に同居または同居しようとする親族があり､ 世帯を
構成する方｡ (単身で入居できる場合もあります)
③現に住宅に困窮し､ 収入基準に適合する方
募集期間 ��月１日�から��月��日�まで
※浴槽､風呂がま等の浴室設備は､設置されていません
※お問い合わせには所得のわかる書類をご用意くだ
さい

)*&�+, ��� ������

�������������� !"#
$%&!" 市民課�内線���

日時…��月��日� ��時～��時
◆人権・法律相談 市民課�内線���

日時…��月７日� ��時～��時
◆結婚相談 市民課�内線���

日時…��月６日�・��日�・��日�・��日�
��時～��時

◆心配ごと相談 社会福祉協議会���－����

日時…��月４日�・��日�・�	日�・��日�
��時～��時

◆女性就業相談 商工課�内線���

日時…水･金曜日(��日･�
日を除く)��時～��時

◆高年齢者職業相談 商工課�内線���

日時…火･木･金曜日 (�
日を除く) ９時～��時

�'()*��!"#
◆教育相談 学校教育課�内線���

日時…��月６日�・��日�・��日�・��日�
��時～��時

◆母子相談 福祉課�内線���

日時…��月５日� ９時～��時
◆身体障害者相談 福祉課�内線���

日時…��月８日�・��日�・��日�､
１月５日� ９時～��時

◆無料税務相談 税務課�内線���

日時…��月��日� ��時～��時
◆住宅修繕相談 都市計画課�内線���

日時…��月��日� ��時～��時

◆移動家庭児童相談 福祉課�内線���

・陶児童館 ��月６日� ��時～��時
・子育て支援センター (稲津保育園内)

��月６日� ��時��分～��時��分
・釜戸コミュニティーセンター

��月��日� ��時～��時
・日吉コミュニティーセンター

��月��日� ��時��分～��時��分

○市県民税 (特別徴収) ��月分 ��月��日�

○固定資産･都市計画税 ３期分 ��月��日�

○国民健康保険料 ��月分 ��月��日�

○国民年金保険料 ��月分 ��月��日�

○水道料金･下水道使用料 ��月分 ��月��日�

休場日 ��月５日�・��日�・��日�・��日�・
�	日�､ １月１日�・３日�

・応募資格 日本国籍を有する��歳以上��歳未満
(平成��年４月１日現在) の中学校
卒業 (見込み) の男子

・受付期間 １月５日�まで ・試験日 １月７日�

・試験会場 多治見市
◆問い合わせ 自衛隊多治見事務所 ���－����

会 場 白馬五竜＆白馬��スキー場
募 集 ��人 (定員になり次第締切ります)
対 象 子どもから大人まで
参加費 中学生以上������円､ 小学生以下������円

(但し､ リフト代は別)
＊希望者にはスキー無料レッスンがあります
◆申し込み 瑞浪市スキー協会

��	－����堀部・�
�－����－����中島

多くの人が親近感を持つような 『飛騨牛』 また
は 『岐阜』 をイメージするデザインを募集してい
ます｡
これは､ 平成��年に岐阜県で開催される和牛の
品評会､ ｢全国和牛能力共進会｣ のマスコットキャ
ラクターとして使用するもので､ 最優秀作品には
��万円相当の商品がでます｡
応募締切は��月��日�詳しくは､ 農林課畜産係

�内線�	�､ または県実行委員会���	���������

内線��	
へ問い合わせください｡

瑞浪市役所 ��	－����
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古紙配合率���％再生紙を使用しています

広報みずなみは､ 最新の３号 (全ページ) が､ 瑞浪市ホームページでご覧になれます｡

広報みずなみ 発行／瑞浪市 〒��������岐阜県瑞浪市上平町�丁目�番地 ��������	
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�歳�カ月児健康診査

＊健診終了後希望者に
歯みがき教室を実施

12月 8日�
12時30分開始

平成11年６月１日
～６月15日生まれ

母子健康手帳
コップ・タオル
※保護者の歯科検診
を同時に実施12月15日�

平成11年６月16日
～６月30日生まれ

12 カ 月 児 相 談 12月19日� ９時30分～10時30分 平成11年12月生まれ 母子健康手帳

中期・後期離乳食相談 12月12日� 13時30分～15時 生後７カ月以降の乳児
※電話予約が必要 母子健康手帳

� 歳 � カ 月 児
歯 み が き 教 室 12月12日�

９時～11時

平成10年６月生まれ

母子健康手帳
歯ブラシ､ コップ

�歳児・�歳�カ月児
歯 み が き 教 室 12月18日�

平成９年10月生まれ
平成９年６月生まれ

�歳児・�歳�カ月児
歯 み が き 教 室 12月21日�

平成８年12月生まれ
平成８年６月生まれ

�歳臼歯ムシ歯予防教室 12月18日� 14時30分開始 平成６年12月生まれ 母子健康手帳
コップ､ タオル

●担当 精神科医師・精神保健相談員
●内容 イライラする､ 気分が沈む､ 不安恐怖
がある､ 怒りっぽい､ アルコール依存､ 老人
性痴ほう､ 落ちつきがない､ うそつき､ 乱暴､
かんしゃく､ 不登校…など
＊電話などでの予約が必要です｡ 秘密は厳守し

ます｡

この予防接種の申し込み期限を��月��日�ま
で延期します｡ 該当者でハガキを提出されてい
ない方は､ 至急保健センターへ申し込みください｡
詳細は､ 広報みずなみ��月１日号をご覧くだ
さい｡
今回の期限を過ぎれば申し込みはお断りします｡
すでに申し込みをされている方は､ 早めに医
療機関へ電話予約してください｡
なお､ 三種混合Ｉ期追加の申し込みについて
は､ 広報みずなみ２月１日号に掲載します｡

これからの少子・超高齢化社会を健康で活力
あるものとしていくためには､ 単に病気の早期
発見や治療にとどまるのではなく､ 住民一人一
人が自ら健康を増進し､ 発病を予防していくこ
とが大切です｡ このため､ 東濃地域保健所では､
日頃から健康づくりを実践するための行動指針
｢東濃地域健康づくり指針｣ を作成しました｡
その掲載内容を一部紹介します｡
１. 栄養・食生活
①脂肪の摂りすぎに注意する
②食塩の摂取量を１日��ｇ以下にする
③野菜の摂取量を増やす
④カルシウムに富む食品の摂取量を増やす
⑤適性体重を認識し､ 自分自身の体重をコ
ントロールする(適正な食事の量を考える)

⑥質・量ともに極端に偏った食事を是正し､
朝食は必ず食べる

２. 身体活動・運動
①健康のため自分にあった運動・スポーツ
をする習慣を持つ(無理せずマイペースで)
②散歩をしたり､ 早く歩いたり､ 乗り物や
エレベーターを使わずに歩くようにする
③一日の平均歩数を����歩増やす

※ご希望の方は､ 保健センターに冊子がありま
すので､ 問い合わせください


